
患者図書室で受ける相談 

大阪市立総合医療センター 
患者図書室やわらぎ空間 さくら 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大阪市立総合医療センター　患者図書室「やわらぎ空間‐さくら」から参りました、新子雅代と申します。本日はどうぞ宜しくお願いいたします。



患者図書室やわらぎ空間 さくら 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは当院の患者図書室のご紹介と現状をご案内させていただきます。当院は大阪市の北東、都島区にある、病床数1,060床の第三次救急機関です。三次救急とは重篤な疾患や外傷に対する医療であり、救急救命センターなどがこれにあたります。創設は、大阪市制100周年記念事業の一環として取り上げられた、「市立医療機関の体系的整備」の基幹となる病院で、大阪市立母子センター・大阪市立小児保健センター・大阪市立桃山病院・大阪市立城北市民病院を統廃合し、1993年12月1日に開院しました。当院の患者図書室は、『ＮＰＯ法人医療の質に関する研究会』が全国に寄贈した５０の患者図書室のうちの一つで、「患者さんご自身が病気や治療について知識をもち、医療に積極的に参加する」という願いを込めて、2010年9月に設立されました。当院の５階にあり、同じ階にはコンビニエンスストアー、理髪店、小児科に入院・通院されている患者さんのご兄弟をお預かりする施設があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
収容人員は１５名ほどですが、ソファや暖炉もあり、ゆったりした雰囲気です。出入り口は、車いすの方が入りやすいように常に開けてあります。また通路も車いすの方や点滴中の方でも楽に通れるように広くとってあります。窓の外の植込みには季節ごとの花が咲き、時々メジロなどの野鳥もやってきます。蔵書数は、医療関係の図書が約1,100冊、一般図書が約200冊、絵本・子供向けの図書が約600冊あります。医療関係の図書のうちＮＰＯ法人からの寄贈が約800冊で、あとの300冊は当院が購入した新刊書と他の団体や病院スタッフからの寄贈です。ご利用は患者さんに限らず、どなたでもご利用いただけます。貸出に関しましては、入院患者さんあるいはご家族様に限らせていただいていて、１週間で２冊までの貸出が可能です。外来患者さんの診療の順番が確認ができるモニターも設置しています。また出入り口近くに、パンフレットラックを設置しています。パンフレットは医療、病気、食事などに関するもので、製薬会社さんからご提供いただいています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
開設当初は、新聞に掲載されるなど利用者数はかなり多かったようです。ただ貸出冊数は月に100冊前後とかなり少ない状況でした。私は2012年の１月より司書として勤務させていただいています。勤務し始めた頃、患者図書室はただ図書が並べられているだけで、かなり殺風景でした。とりあえずは患者図書室の雰囲気を明るくし、常に清潔を心がけることで、ご利用者数を増やそうと思いました。また図書の貸出をもっと増やすことを目標に、いろいろと試行錯誤をしてみました。



図書室は『やすらぎ空間』 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
患者図書室を明るくする試みとして、季節ごとのポスターを作りはじめました。出入り口からよく見える柱と貸出受付の机の下に貼ることにしました。①夏・・・魚の名前をひらがなで記載し、小さい子でも読めるようにした。②ハロウィン・・・妖怪ウォッチの妖怪をポスターにし、カボチャも飾ってみました。③秋・・・いちょうとかえでの紅葉。④クリスマス・・・暖炉の上にトナカイと絵本を飾りました。



貸出をふやすための試み 
 

『しおり』も 
作ってみました 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書の貸出をふやすため、よく本屋さんで見かける図書の内容を短い文章で書いたポップをつくりました。また貸出に便利な「手提げ袋」を使用することにしました。この手提げ袋は、当院に来ていただいているボランティアさんの手作りです。図書室に来た帰りに、コンビニに寄った場合、買い物袋になりとても便利だと使っていただいております。家では何でもありますが、病院生活では、たとえレジ袋でもとても役に立つようです。手作りのしおりも作ってみました。お子さんにも大人の方にも、喜んでいただいています。



患者図書室からの情報発信 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書の貸出を多くするため、次に情報発信を考えました。年４回を目標に、簡単な新聞を発行するようにしました。当院が「がん」に関する図書を新規で購入したことを皆様にお知らせできたらと思い、この第２号で紹介しました。当院は地域がん診療連携拠点病院、小児がん拠点病院の指定を受けており、「がん」患者さんが大勢いらっしゃいます。患者図書室のラックに置いてありますが、この号が一番先になくなります。その他、病棟の掲示板、受付のチラシを貼るスペースなどにも貼っていただいています。現在までに、第１号～第５号まで発行しています。



ご相談に来られるまで（ご家族） 

 ドクターの説明は、 
 専門用語が多くわかりづらい！ 

 話が一方的で、 
 聞き直すことができない。 

 本を読んで、本人に代わって病
気を少しでも理解したい！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
患者図書室の説明はこれくらいにして、本題の「患者図書室で受ける相談」について、お話させていただきます。最初は、患者さんのご家族のケースをご説明いたします。手術を近日中に控えていたり、手術中だったりというタイミングで来られるのがほとんどです。患者さんのご家族の方のご相談は、病気の名前やその部位に関することが多いようです。手術の時間が１０時間以上かかるということもざらで、比較的お急ぎではない、お時間がある方が多いからだと思います。今までに聞いたこともない手術に関する説明をドクターから聞かされ、不安になられるようです。ドクターには日常のことであっても、医療の専門用語を交えての内容はかなりわかりづらいと言われます。わからなくてもなかなか聞き直すことができなくて、わからないままで終わってしまうケースが多く、うろ覚えの処置名や検査名、手術名などを覚えて来られて、それを患者図書室の図書で詳しく調べたいとご相談に来られます。私は医療の知識が全くないので、聞いたことのない病名のご相談を受けると、「病気がみえるシリーズ」などの索引の充実した図書をご案内いたします。このシリーズは、医療関係者育成の教科書にも使われていて、内容が多彩で比較的やさしく書かれているので、誰にでもわかりやすく重宝しています。またドクターが所属する財団法人などの団体が発行した、ある病気に特化した図書もかなり役立っています。特に小児に関する情報は、一般的に大人よりとても少ないので重要です。最新の研究成果や治療法が掲載されており、一般図書にない情報を得ることができます。そのほか医学学会に参加されたドクターが、学会で配布された資料を持ってきてくれることもあります。



ご相談に来られるまで（ご本人） 

 手術も無事終了し、 病室から
出られるようになった。 

 退院後の日常生活（特に食事） 
 が心配。 

 本を読んで、今後の生活に役立
てたい！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
入院患者さんが、ご相談に来られる場合も勿論あります。患者さんご本人の場合、ご自身が病室から出られるようになってからなので、内容もかなり落ち着いてきます。多くは誰でもが不安に思う、手術後の日常生活についてで、特に胃や腸、肝臓などの切除を行った後の「食事」に関することです。そのような要望にぴったりの病後の部位ごとのレシピ本も出版されています。写真もきれいで、見やすく、食欲を誘うものが多いです。ご退院後、ご自身で購入される方も多くおられます。また大腸や膀胱の手術をされてオストメイトになられた方々は、ストーマケアに関しての相談に来られます。ストーマに関する図書は、お手入れ、排便、排尿、入浴、外出、旅行などのポイントをおさえたものの貸出が多いです。またがん手術やその治療の後遺症でリンパ浮腫になられた方の、治療に関するご相談も時折あります。リンパ浮腫とは、がんの治療において、手術でリンパ節を取り除いたり放射線治療によってリンパの流れが停滞することで、生涯にわたり腕や脚がむくむことをいいます。これは乳がん、子宮がん、卵巣がん、前立腺がん、皮膚がんなどの治療による後遺症の一つです。リンパ浮腫を発症した場合、特別なストッキングやスリーブを装用したり、マッサージをしたりと、それまでとは違う生活を送る必要があります。自己マッサージの仕方や日常生活の過ごし方についての、関心が高い方が多いです。



ご相談に来られるまで（外来患者さん） 

 どこか「からだ」の調子が 
 いつもと違っている。 

 血液検査を受けたが、その 
 結果がわかりづらい。 

 患者図書室で検査の結果を
確認しよう！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外来患者さんは、血液検査などの結果を詳しく確認されたい時にご相談に来られます。血液検査の結果はドクターから説明がありますが、早口なドクターが多く、正常値でない要素だけしかご説明いただけないようで、他の内容も知りたいと言われます。またアルファベット記載が多いので、わかりづらいという声もよく聞きます。患者図書室では、検査に関する図書は一年に一度、新刊を購入するようにしていて、新しい検査にも対応するようにしています。検査に関する図書の中には、自覚症状からどのような検査を受けることになるのかという簡単な記載もあり、事前に情報を得ることができます。検査と同じくらい薬に関するご相談も、多くいただきます。薬局からいただいた薬の名前を見て、その効能や副作用について確認に来られます。特に副作用に関しては、皆様のご関心は高いようです。ただ薬局でいただく薬の名前は製薬会社の製品名で、その名前で図書の索引から確認できますが、いざそのページを確認してみると、その名前が見当たらないという事があります。それはおのおの各ページでは、その成分名が大きく書かれていて、製品名は小さく記載されている場合があるからです。そのため最初は戸惑うことがあるので、事前にご説明をするようにしています。



病気の事を知ったかぶりしない！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対応をしている中で、注意していることがあります。うちに来られるご利用者さんはほとんどの方が、ご自身またはご家族の病名をご存知で、しかもその病気に関してとても興味がおありです。もちろん私よりもずっと多くの知識をお持ちですので、「その病気に関しては、この図書のこの辺りに掲載があります」「この図書には詳しい索引があります」というふうに図書をご案内するようにしています。決して自分の意見や見解で、お話をしないようにしています。それでもご自身の症状をご説明され、どのような病気かと尋ねられることもあります。また食事に関してもどのように塩分やカリウムをカットすればよいかなどと、聞かれることもあります。このように病気や食事のことを聞かれれば、「担当のドクターや管理栄養士にお尋ねください」とお答えするようにしています。



相談したい≒聞いてくれるだけで良い 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
何度か図書室に来られるようになると、ご相談される内容も変わってきます。病院生活の悩み、例えば同じ部屋の方のイビキがうるさいので部屋を変えてほしいけれど、看護師さんがとても忙しそうで言い出せない。同室の方が冷房が嫌いで、部屋が暑くてたまらない、などです。他人にとっては些細なことかもしれませんが、ご本人にとっては重大事です。その時の病棟やスタッフの状況をお聞きして、アドバイスするようにしています。小さいお子さんの患者さんを持つお母さん方からのご相談は、もっと深刻で、アドバイスが難しいケースがほとんどです。うちの病院の小児科の患者さんは西日本各地の病院から、ご紹介で来られます。重篤な病気の方がほとんどで、ご家族は気が休まる時間がなく、ストレスを常に抱えておられます。手術・治療の後遺症のこと、治療のため食事ができないこと、入院生活が長い事、学校生活が困難な事、何度も入退院を繰り返すこと、患者さんのご兄弟のストレスのこと、家族間のサポートに関する事、再発が心配な事などなど。ご本人も悩みを解消しようと思ってご相談されているわけではなく、ただ自分の胸の内を誰かに話して、少しでもスッキリしたくてお話をされているようです。的確なアドバイスや回答は必要ではなく、ただ話したい、相談したいと思われているのがよくわかります。そのような時には聞き役に専念し、話しやすいよう、できるだけ共感するようにしています。「お勧めの本って、ありますか？」と尋ねられた場合、心が落ち着いて、待ち時間の合間にできる『おりがみ』に関する図書や、ストレスに関する図書などをご提案しています。



患者図書室で受ける相談 

ご清聴、 
ありがとうございました。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように患者図書室に来られる方のご相談は、「身体的なご病気」のことから「精神的なお悩み」に関することまでさまざまです。病気のご相談にお答えできるように、迅速にご要望に近い図書を探し出したり、どのページにその内容の掲載があるかということを、理解しておく事が重要です。また製薬会社やNPO法人のＨＰなどを頻繁に確認することにより、新しく発行されるパンフレット類の情報を入手しておく事も大事だと思います。パンフレット類は、情報がフレッシュで、外来患者さんにもご提供できるので便利で人気があります。病院という、独特な緊張感の漂っている中で、患者図書室が患者さんにとって、少しでもリラックスできる空間でありたいと思っています。リラックスできる場所でこそ、患者さんの本当に話したいご相談も伺えるのだと思います。ご清聴、ありがとうございました。
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